
広島市法面・土工構造物点検要領①（シェッド・カルバート）

表 7-6 点検時の主な着目箇所の例（PC製シェッド）

PC製シェッドの定期点検において着目すべき主な箇所の例を＜表7-6＞に示す。
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表 7-7 点検時の主な着目箇所の例（鋼製シェッド）

鋼製シェッドの定期点検において着目すべき主な箇所の例を＜表7-7＞に示す。
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表 7-8 点検時の主な着目箇所の例（支承部）

支承部の定期点検において着目すべき主な箇所の例を表7-8に示す。
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表 7-9 点検時の主な着目箇所の例（下部工）

下部工の定期点検において着目すべき主な箇所の例を＜表7-9＞に示す。
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表 7-10 点検項目（変状の種類）の標準（大型カルバート）

※灰色ハッチは（判定の単位）及び（変状の種類）で、その他に区分されているものを示す。

各部材の名称と記号
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図 7-5 部材番号例（その 1：カルバート本体）
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図 7-4 部材番号例（その 1：カルバート本体）

図 7-5 部材番号例（その 2：継手部）

図 7-6 部材番号例（その 3：ウイング部）
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図 7-7 対象とするカルバートの種類

・一般的な構造と主な着目点（大型カルバート）

＜対象とするカルバートの構造形式と一般的部材構成＞

本要領で対象とするカルバートの構造形式は、剛性ボックスカルバートを想定している。断面形

状の違い、場所打ちであるかプレキャスト部材によるかの違いはあるが、主としてコンクリート部

材によるものである（図7-7）。
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表7-11 カルバートの一般的な部材構成

カルバート本体は構造形式により、一般的に＜表7-11＞に示すような部材で構成される。
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表7-12 点検時の主な着目箇所の例 

カルバートの定期点検において着目すべき主な箇所は、ボックスカルバート、門形カルバート、

アーチカルバートでほぼ共通しており、その例を＜表7-12＞に示す。
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【解説】

定期点検の結果を受けて実施する措置の内容は、原因や特性の違う損傷の種類に応じて異なってく

ることが一般的である。同じ部材に複数の変状がある場合には、それぞれの変状の種類毎に部材につ

いて判定を行う。（＜表 7-3＞、＜表 7-10＞参照）

【解説】

シェッド、大型カルバート等毎の健全性の診断は、部材単位で補修や補強の必要性等を評価する点

検とは別に、シェッド、大型カルバート等毎に総合的な評価をつけるものであり、シェッド、大型カ

ルバート等の管理者が保有するシェッド、大型カルバート等の状況を把握するなどの目的で行うもの

である。

ただし、シェッド、大型カルバート等は、役割の異なる部材が組み合わされた構造体であり、部材

毎に変状や機能障害がシェッド、大型カルバート等全体の性能に及ぼす影響は、それぞれの構造形式

によって異なるため、その特性を踏まえるものとする。

一般には、構造物の性能に影響を及ぼす主要な部材に着目して、最も厳しい健全性の診断結果で代

表させることができる。

（4）変状の種類
部材単位の診断は、少なくとも＜表 7-13＞に示す変状の種類毎に行う。

表 7-13 変状の種類の標準
材料の種類 変状の種類

鋼部材 腐食、亀裂、破断、その他

コンクリート部材 ひびわれ、その他

その他
支承の機能障害、継手の機能障害、

その他

シェッド、大型カルバート等毎の健全性の診断は＜表 7-14＞の区分により行う。

表 7-14 判定区分
区分 状態 

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点か

ら措置を講ずることが望ましい状態 

Ⅲ 早期措置段階 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を

講ずべき状態 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著

しく高く、緊急に措置を講ずべき状態 
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9 記録

 初期点検及び定期点検の結果並びに措置の内容等の記録は、日常管理等に活用できるよう保管する

こととし、「広島市統合型GIS（ひろしま道路ナビ）」に登録する。

【解説】

安定度調査、防災カルテ点検、緊急点検の結果、対策履歴等は記録するとともに、次回点検時や

日常管理等に活用できるよう、データを「広島市統合型GIS（ひろしま道路ナビ）」に登録するもの
とする。

8 措置

「7.1 部材単位」の診断結果に基づき、道路の効率的な維持及び修繕が図られるよう、必要な措置
を講ずる。

【解説】

具体的には、対策（補修・補強、撤去）、定期的あるいは常時の監視、緊急に対策を講じることがで

きない場合などの対応として、通行規制・通行止めがある。

補修・補強にあたって健全性の診断結果に基づいてシェッド、大型カルバート等の機能や耐久性等

を回復させるための最適な対策方法をシェッド、大型カルバート等の管理者が総合的に検討する。

監視は、応急対策を実施した箇所、もしくは健全性の診断結果、当面は対策工の適用を見送ると判

断された箇所に対し、変状の挙動を追跡的に把握するために行われるものである。
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